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代表質問代表質問

誰もが安心して安全に元気に暮らせるまちづくりを目指して

　　学校給食

費の公会計化

は、関市長の

リーダーシッ

プをお願いし

たいが、市長

の見解は。

　　教職員の

働き方改革を

進め、教職員

がワーク・ライフ・バランス

を保ちながら、子供たちとし

っかり向き合うことは大事だ

と考える。　　

　給食費の徴収は、原則口座

振替で実施しており、以前と

比べると負担軽減になってき

ているのではないかと考える。

　さらに、透明性の面でも、

学校給食会の会長は教育長で

あり、しっかりチェックがで

きていると考える。

　まずは、他市の例などもし

っかり情報収集し、教育委員

会と協議していきたい。

　　令和６年４月開校の夜間

中学ほしぞら分校において、

給食を実施する予定はあるか。

　　夜間中学の開校に当たり、

給食提供に係る検討を行った

が、夜間中学は幅広い年代の

　　本市の小・中・特別支援

学校の給食費について、未納

の徴収対応等、教職員の負担

軽減の観点から、学校給食費

を公会計化する考えは。

　　本市の学校給食費は、私

会計で運営している。給食費

は原則口座振替により徴収し、

その給食費は市の学校給食会

に納入され、学校給食会が食

材料の選定や発注、支払いを

一括して行っている。

　このように、本市では文部

科学省の学校給食費徴収・管

理に関するガイドラインに掲

げられる内容について、既に

多くの面で実質的に公会計と

同様に取り組んでいる。

　 給 食 費 の 公 会 計 化 に つ い

ては、現在の役割分担の在り

方にも関わることから、引き

続き公会計化に係る情報収集

に努め、他市の状況等も注視

したいと考えている。

　　　　給食費の未納対応等、

必ずしも教師がやらなくても

いいものから負担を減らし、

子供のために勤務時間を使っ

ていただくよう要望する。

生徒が就学するため、食事の

嗜好や必要な量、給食提供に

関する希望も様々であること

が想定されることに加え、夕

方からの限られた時間の中で

給食提供時間を十分に確保で

きない状況が考えられる。こ

のため、夜間中学においては

開校当初からの給食を実施し

ないこととした。

　当面は、生徒の就学状況や

休憩時間の様子などを確認し

ていきたい。

　　夜間中学ほしぞら分校と

いう新しい学校ができたが、

校歌もしくは愛唱歌はあるか。

　　夜間中学ほしぞら分校は、

宅峰中学校の分校となるため、

校歌は宅峰中学校の校歌とな

る。愛唱歌については、ほし

ぞら分校に通う生徒からの要

望があった場合に検討したい。

　　耳周辺の軟骨の振動を通

して音が聞こえる軟骨伝導イ

ヤホンが、自治体の窓口に導

入され始めている。本市の窓

口でも、利便性向上の観点か

ら導入の考えはあるか。

　　現在、福祉課各担当の窓

口では、補聴器の利用者や難

聴など、音が聞こえづらい人

の聞き取りを助ける補聴支援

システムである磁気ループを

導入している。

　軟 骨 伝 導 イ ヤ ホ ン に つ い

ては、窓口の利便性向上を図

る観点から、先行して導入し

ている自治体の活用状況等を

情報収集したい。
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子育て世代に魅力的なまちづくりを目指して

ているのか。

　　子供たち

の登下校時に

防犯及び交通

安全等に係る

見守り活動を

実施していた

だいているこ

とで、事故防

止や事件の抑

止につながり、地域で安心し

て安全に暮らせるまちづくり

の推進に寄与しているものと

考えている。

　　　　子ども見守り隊の高

齢化と担い手不足が大きな課

題。子ども見守り隊への支援

の拡充をお願いしたい。

　　開校し２か月経過したが、

新たに見つかった課題等は。

　　学習経験の異なる 10 代か

ら 80 代までの幅広い年代の生

徒が学んでおり、生徒１人１

人に応じた学習指導や進路指

導が必要。また、廊下やトイ

レに手すりをつけ、照明を改

善するなど、環境を整えてい

る。

　今後も、市内の様々な学習

ボランティア等と連携し、教

育環境の充実に努める。

　　県外や市外からの生徒の

　　今後の子育て世代に魅力

的なまちづくりについて、市

長の考えは。

　　子ども・子育て当事者の

声を十分聴きながら、市民、

地域、事業者の皆さんと一体

となって子育て世代に魅力的

なまちの実現に取り組みたい。

　　子ども医療費助成拡充の

内容とその影響額は。

　　３歳未満までの子どもの

入院及び通院医療費の自己負

担額が無料となっているもの

を小学校就学前まで拡充する。

　就学後から中学生までの入

院医療費の自己負担額は１日

につき 500 円から無料にし、通

院医療費の自己負担額は１医

療機関一月につき 1,200 円か

ら 500 円に引き下げる。

　拡充に伴い、年間約 4,500 万

円の予算増を見込んでおり、

令和７年１月の実施を予定し

ている。

　　子ども見守り隊の現状把

握と必要性をどのように考え

受入れについて協議は進んで

いるのか。

　　他の市町との調整を図る

ための協議会の設置について、

福岡県教育委員会と協議を行

っている。

　　大牟田市庁舎整備基本構

想策定審議会の議論の経過や

今後の予定は。

　　５月までに３回の審議会

を開催しており、第１回の審

議会では、庁舎整備に関する

これまでの検討経過とともに、

各既存庁舎の耐震性の状況や

新基本方針で定めた基本的な

考え方を説明。第２回、第３

回では、新庁舎整備に当たっ

ての基本理念や新庁舎の規模、

各既存庁舎の取扱いなどにつ

いて審議を行った。

　次回以降は、新庁舎の敷地、

事業手法や事業スケジュール、

概算事業費及び今後の進め方

などについての審議を予定し

ている。

　　本庁舎の耐震化の整備は。

　　計画的な改修工事や耐震

工事などの大規模な改修は予

定していないが、新庁舎整備

までには一定の時間を要する

ことから、これまでと同様に

安全対策など、必要な修繕等

を行っていきたい。

　　　　本庁舎の耐震性能が

不足しているのであれば、早

急に対応する必要がある。全

て の 来 庁 者 や 働 く 職 員 の 安

心・安全につながる対策をお

願いしたい。
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